
令
和
三
年
度
「
第
五
十
一
回
定
期
総

会
」
を
四
月
六
日
（
水
）
午
前
十
時
よ

り
清
滝
の
季
潤
舎
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
講
じ
、
四
十
一
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
、
終
了
時
弁
当
と
飲
み
物
が

配
布
さ
れ
た
。

総
会
は
、
大
門
副
会
長
の
開
会
宣
言

に
よ
り
始
ま
り
、
清
滝
支
部
長
の
神
山

敏
子
さ
ん
を
議
長
に
選
任
し
、
田
中
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
の
皆
様
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

尚
、
高
松
一
弘
古
河
電
工
日
光
事
業

所
長
が
所
要
の
た
め
、
土
井
晴
子
総
務

課
長
が
出
席
さ
れ
所
長
の
ご
祝
辞
を
代

読
さ
れ
た
。

◆
田
中
会
長
挨
拶
の
要
旨

来
賓
の
方
々
に
謝
辞
を
述
べ
た
後
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
の
中
止
や
外
出

の
自
粛
な
ど
に
よ
る
人
と
人
と
の
絆
が

希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
年
度
は
、

各
事
業
が
予
定
通
り
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
。
そ
し
て
、
来
年
度
の
日
精
会

創
立
五
十
周
年
に
向
け
、
企
画
部
、
編

集
部
な
ど
と
「
準
備
会
」
を
立
上
げ
準

備
し
て
行
く
の
で
会
員
各
位
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の
生

活
向
上
に
向
け
、
青
田
よ
し
ひ
と
市
議

の
必
勝
を
は
じ
め
、
七
月
の
参
議
院
選

挙
も
取
組
む
と
決
意
を
語
っ
た
。

◆
来
賓
挨
拶
の
要
旨

〇
有
野
栃
木
県
退
職
者
連
合
会
長

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
た
め
に
和
楽
の
精
神
で
活
動
し
た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
は
、
支
援
と
一

日
も
早
い
平
和
を
求
め
て
行
く
。
ま
た
、

生
活
物
価
の
上
昇
へ
の
対
応
な
ど
政
治

へ
の
参
加
を
強
め
る
。

〇
斉
藤
古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
執
行

委
員
長

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
挨
拶
を
「
ご

安
全
に
」
か
ら
「
ご
安
全
に
、
ご
健
康

に
」
に
変
更
し
、
組
合
員
と
の
絆
を
深

め
る
た
め
対
面
対
話
に
努
め
て
い
る
。

組
合
活
動
は
、
地
域
の
活
動
に
も
参
加

し
、
雇
用
不
安
を
払
拭
す
る
活
動
も
実

施
し
て
行
く
。
選
挙
中
の
労
組
推
薦

「
青
田
よ
し
ひ
と
」
市
議
の
支
援
を
お

願
い
す
る
。

〇
神
山
な
ん
た
い
地
域
協
議
会
議
長

組
合
員
の
様
々
な
課
題
な
ど
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
な
ん
た
い
地
協
の
各
労

組
と
連
携
し
て
活
動
し
て
行
く
。
青
田

市
議
の
ご
健
闘
を
祈
る
。

〇
土
井
古
河
電
工
日
光
事
業
所
総
務
課

長
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ

た
が
、
明
る
さ
が
見
え
て
き
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
先
が

見
通
せ
な
い
が
高
操
業
が
続
い
て
い
る
、

今
年
は
、
十
五
名
の
新
人
が
入
社
し
た

が
従
業
員
は
不
足
し
て
い
る
。
和
楽
踊

り
は
、
八
月
五
日
を
予
定
し
て
い
る
が
，

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中
止
に
な
る
場
合

も
あ
る
。

〇
福
田
あ
き
お
衆
議
院
議
員

失
わ
れ
た
三
十
年
（
税
収
不
足
、
賃

金
が
上
が
ら
な
い
、
非
正
規
労
働
者
の

増
加
な
ど
）
を
取
り
戻
す
た
め
、
日
本

の
現
状
を
改
善
す
る
活
動
に
全
力
で
取

組
む
。
青
田
市
議
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

支
援
し
て
行
く
。

〇
青
田
よ
し
ひ
と
日
光
市
議
会
議
員

四
期
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
が
、

財
政
や
明
峰
高
校
な
ど
の
問
題
解
決
の

た
め
に
、
四
つ
の
絆
（
労
働
者
、
子
供

た
ち
、
高
齢
者
、
地
域
）
を
重
視
し
て

議
会
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〇
熊
谷
こ
く
み
ん
共
済
栃
木
推
進
本
部

職
域
推
進
三
課
長

七
月
一
日
か
ら
自
転
車
障
害
賠
償
保

険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
と
な
る
の
で
、

こ
く
み
ん
共
済
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

〇
大
垣
中
央
労
働
金
庫
鹿
沼
支
店
長

デ
ジ
タ
ル
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
普
及
な
ど
に
よ
る
支
店
の
縮
小
に
伴

い
、
日
光
支
店
が
閉
店
し
、
皆
様
に
ご

迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
ご
相
談
な
ど
は
で
き

る
だ
け
対
応
し
て
行
く
。

来
賓
の
方
々
は
、
挨
拶
の
後
退
場
し

本
会
議
に
入
っ
た
。

中
村
事
務
局
長
よ
り
「
活
動
経
過
」
、

福
田
会
計
よ
り
「
決
算
報
告
」
、
高
久

監
査
よ
り
「
監
査
報
告
」
が
な
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、

新
年
度
「
活
動
方
針
（
案
）
」
「
予
算

（
案
）
」
に
つ
い
て
、
田
中
会
長
及
び

福
田
会
計
よ
り
上
程
さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
本
部
役
員
の

内
、
任
期
途
中
で
あ
る
が
、
会
計
監
査

の
井
上
忠
雄
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く

荒
井
重
男
氏
を
選
考
し
た
旨
報
告
し
承

認
さ
れ
、
総
会
を
終
了
し
た
。
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安
全
安
心
を
脅
か
す
、
コ
ロ

ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
物
価

高
で
進
行
し
そ
う
だ
。
◇
２
月

突
然
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
略
し
た
。
武
力
に
よ
る
領
土

拡
大
を
平
然
と
も
く
ろ
む
国
が

存
在
す
る
事
に
驚
く
。
核
使
用

も
辞
さ
な
い
と
脅
し
な
が
ら
、

平
和
で
あ
っ
た
国
の
人
々
を
虐

殺

し

、

街

並

み

を

廃

墟

と

し

て

い
る
。
◇
戦
争
を
避
け
る
為
に
設
立
し

た
国
連
も
、
常
任
理
事
国
、
ロ
シ
ア
の

拒
否
権
等
で
機
能
せ
ず
無
力
を
見
せ
つ

け
た
。
ロ
シ
ア
は
侵
攻
の
過
ち
に
気
付

き
早
急
に
停
戦
し
戦
闘
の
長
期
化
は
避

け
て
欲
し
い
。
「
お
ご
れ
る
人
も
久
し

か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
」

◇

翻

っ

て

、

他

人

事

で

な

い

日

本

。

核
を
ち
ら
つ
か
せ
、
侵
攻
し
て
来
た
時
、

同
盟
国
は
共
に
戦
う
の
か
？
世
界
大
戦

を
恐
れ
、
武
器
の
供
与
等
で
お
茶
を
濁

す
事
も
。
「
自
立
自
衛
」
と
対
話
の
両

輪
で
国
土
の
安
全
保
障
体
制
を
確
立
す

る
事
が
重
要
と
考
え
る
。
◇

ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
で
世
界
的
な
穀
物
・
資
源
の
生

産
減
と
争
奪
戦
で
、
世
界
的
な
イ
ン
フ

レ
の
波
が
押
し
寄
せ
、
輸
入
に
頼
り
国

民
生
活
に
直
結
す
る
電
力
・
石
油
・
食

料
品
等
の
値
上
が
り
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
。
◇
ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
加
え
て
、

供
給
網
の
混
乱
や
悪
い
円
安
の
影
響
で

輸
入
価
格
の
高
騰
も
著
し
い
。
物
価
の

番
人
、
日
銀
は
金
融
政
策
の
緩
和
を
継

続
し
私
た
ち
年
金
に
頼
る
高
齢
者
に
は

打
撃
と
な
っ
て
い
る
。
◇

夏
の
参
院
選

で
は
物
価
高
対
策
・
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済

対
策
・
防
衛
力
強
化
等
を
各
党
で
議
論

し
て
欲
し
い
。
組
合
運
動
も
転
換
期
と

感
じ
ら
れ
る
中
25
年
迄
は
選
挙
も
な
い
。

庶
民
の
生
活
を
大
切
に
し
戦
争
へ
の
道

だ
け
は
回
避
す
る
信
念
の
人
を
選
び
た

い
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

◎

第
51
回
定
期
総
会

4
月
6
日

41
名
参
加

◎

役
員
会
議

12
月
16
日
・
1
月
14
日
・
2
月
10
日

3
月
18
日(

同
日
合
同
会
議)

・
5
月
12
日

◎

県
退
連
幹
事
会

2
月
1
日
・
4
月
4
日
・
4
月
24
日

長
尾

◎

県
退
連
学
習
会

4
月
24
日

田
中
・
中
村
・
長
尾

本 部 の 動 向

わ ら く い け

第
五
十
一
回
定
期
総
会

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年

５月現在

1２２名

会 員 状 況

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

栃
木
県
退
職
者
連
合

会
長

有
野
一
良

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部

執
行
委
員
長

斉
藤
幸
博

な
ん
た
い
地
域
協
議
会

議
長

神
山
智
之

古
河
電
工
日
光
事
業
所
総
務

課
長

土
井
晴
子

衆
議
院
議
員

福
田
あ
き
お

日
光
市
議
会
議
員

青
田
よ
し
ひ
と

こ
く
み
ん
共
済
栃
木
推
進
本
部
職
域
推
進
三
課
長

熊
谷
武
寛

中
央
労
働
金
庫

鹿
沼
支
店
長

大
垣
浩
一

出

席

さ

れ

た

ご
来

賓

の

方

々

(

略

敬

称)

青

田

兆

史

あ
お
た
よ
し
ひ
と

日
光
市
議
会
議
員
選
挙

四
選
を
果
た
す

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



《
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
部

》

５
月

19
日
、
大
谷
川

グ
リ
ン
パ
ー
ク
に
お
い

て
、
17
名
の
参
加
で
楽

し
い
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。優

勝

岩
本
文
夫

（
安
良
沢
）

 
ス
コ
ア

85

二
位

増
渕
秋
夫

（
所
野
）

三
位

鈴
木

浩

（
所
野
）

敢
闘
賞

渡
辺
百
合
子
（
大
沢
西
）

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
マ
ス
ク
着
用
も
緩
和
し
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
に
の
び
の
び
と
プ
レ
イ
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
コ
ー
ス
は
草
が
深
く
そ
れ
ぞ

れ
に
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
労
し
て
い
ま

し
た
。

（
部
長

児
玉

進
）

《
歩
こ
う
か
い
部
》

 

第
１
回

7
月

27
日
（
水
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

 
第
２
回

10
月

11
日
（
火
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合

参
加
費
１
５
０
０
円

 

第
２
回

9
月

28
日
（
水
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
２
回

9
月

10
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

場
所
は
未
定

９
時
集
合

  

参
加
費
１
０
０
０
円

第
２
回

11
月

8
日
（
火
）

《
女
性
部
》

 
第
１
回

7
月

22
日
（
金
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

  
第
２
回

11
月

11
日
（
金
）

８
月
５
日
予
定
だ
っ
た
和
楽
踊

り
は
、
今
年
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
為
、
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

残
念
で
す
。

４
月
入
会

 
齋
藤

道

さ
ん

（
清
滝
）

  
星

喜
久
雄

さ
ん

（
遠
地
）

５
月
入
会

  
小
池

光

さ
ん

（
今
市
南
）
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ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

3
月

星

野

栄

一

さ
ん

93
歳

(

久
次
良)

各

部

行

事

予

定

シ

リ

ー

ズ

第
二
回

郷

土

の

は

な

し

「
日
光
二
荒
山
神
社
弥
生
祭
」
本
祭

り
と
付
祭
り
と
は

日
光
の
春
は
、
昔
か
ら
日
光

の
氏
神
様
で
あ
る
二
荒
山
神
社

で
行
な
わ
れ
る
「
弥
生
祭
」
の

と
き
に
、
家
体
の
中
で
奏
で
る

「
弥
生
ば
や
し
の
音
に
乗
っ
て

や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。弥

生
祭
は
『
日
光
山
三
月
会

縁
起
』
、
『
満
願
寺
（
輪
王
寺
）

三
月
会
日
記
』
な
ど
の
資
料
に

よ
る
と
、
神
護
景
雲
元
年
（
七

六
七
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
旧
暦
の
弥

生
月
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
「
弥
生
祭
」
と
命
名
さ
れ

た
。
現
在
は
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
年
）
か
ら
新
暦
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
暦
の

弥
生
月
が
新
暦
の
四
月
の
時
期

に
あ
た
る
の
で
、
四
月
十
六
・

十
七
日
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
「
弥
生
祭
」
と
言
う
名

前
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。

弥
生
祭
は
、
「
本
祭
り
」
と

「
付
祭
り
」
と
に
分
け
て
呼
ば

れ
て
い
る
。
二
荒
山
神
社
が
行

な
う
祭
典
を
「
本
祭
り
」
と
い

い
、
氏
子
の
人
々
の
奉
納
行
事

を
「
付
祭
り
」
と
言
う
。
「
本

祭
り
」
は
四
月
十
三
日
に
始
ま

り
、
十
七
日
ま
で
の
五
日
間
、

二
荒
山
神
社
本
社
や
、
別
宮
滝

尾
神
社
、
本
宮
神
社
で
古
式
に

の
っ
と
り
厳
か
に
祭
典
や
神
興

渡
御
が
行
な
わ
れ
る
神
事
で
あ

る
。
「
付
祭
り
」
は
、
家
体
を

持
つ
東
町
八
町
（
現
在
一
町
が

休
年
中
）
、
西
町
七
町
（
現
在

三
町
が
休
年
中
）
が
花
家
体
や

本
家
体
を
神
社
に
奉
納
す
る
祭

で
あ
る
。
現
在
の
弥
生
祭
の
形

に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら

と
い
わ
れ
、
昔
は
「
人
担
ぎ
家

体
」
と
呼
ば
れ
る
重
さ
三
百
㎏

も
の
家
体
を
担
い
で
お
囃
子
を

奉
納
し
て
い
た
。
お
囃
子
の
流

儀
も
東
町
は
、
常
盤
太
夫
系
、

西
町
は
清
元
系
の
お
囃
子
を
奏

で
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九

年
）
頃
に
車
輪
四
輪
付
家
体
が

登
場
し
、
現
在
の
形
へ
と
少
し

ず
つ
変
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

  
郷
土
（
日
光
）
に
関
わ
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
等

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
意
見
・
投
稿
な
ど
を

期
待
い
た
し
ま
す

◇期日：

７月２７日(水)

宮城県蔵王山お釜

◇参加費：

7,000円

申込み締切

７月１７日(日)

星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

夏のハイキング

新
入
会
員
紹
介

交流会＆ランチ

◇期日：
７月２２日（金）

９時３０分

電動車「グリーンスロー

モビリティ」に乗って日

光の社寺・観光名所の街

並みを楽しみましょう。

集合；日光山輪王寺

駐車場

会費；個人負担有り

申込み締切
７月１０日（日）

荒川榮子

090-5417-3525

募
集
中

募
集
中

こ

の

祭

り

は

「
ご

た

祭

り

」

と

も

呼

ば

れ

、

昔

か

ら

し

き

た

り

を

重

ん

じ

、

格

式

通

り

に

万

事

を

進

め

な

い

と

「
け

ん

か

」

に

な

る

こ

と

も

あ

る

お

祭

り

で

あ

る

。

こ

れ

は

単

に

、

お

祭

り

の

し

き

た

り

と

言

う

こ

と

だ

け

で

は

な

く

、

社

会

教

育

の

場

で

も

あ
っ
た
。

境

内
に
家
体
の
繰
り
込

み
、
名

刺

交
換
、
お
囃
子
奉
納

、
余
興

奉

納
な
ど
で
本
祭
り
に

華
を
添

え

祭
り
の
ム
ー
ド
を
盛

り
上
げ

て
い
る
。

  
玄

梅

正

明

和

楽

踊

り

中

止

境内に繰込む東西町の家体 （付祭り）

神前に二荒の舞奉納（本祭り）

７
月

10
日
投
票
日

参
議
院
議
員
選
挙

 
日
精
会
と
し
て
左
記
二
人
を
推

薦
し
ま
す
。

  
選
挙
区

い
た
く
ら

京
氏

み
や
こ

  
比
例
区

矢
田

わ
か
子
氏

や

た

キャッチフレーズ

あなたの力になる政治（いたくら）

あなたと動いて未来を変えたい（矢田）


